
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
参
加
５
チ
ー
ム
）

日
　
時
：
６
月
12
日
㈰

場
　
所
：
鏡
野
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

◇
チ
ー
ム
成
績

優
　
勝
：
葛
下
ク
ラ
ブ
　
　

準
優
勝
：
鏡
野
町
役
場

◇
個
人
成
績

最
優
秀
選
手
賞
：
清
水
　
澄
明
（
葛
下
ク
ラ
ブ
）
　

敢
　
闘
　
賞
：
三
道
　
拓
巳
（
鏡
野
町
役
場
）
　

優
秀
選
手
賞
：
柳
井
光
一
朗
（
ル
ー
キ
ー
ズ
）

　
　
　
　
　
　
　
小
分
坂
隆
宏
（
葛
下
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
　
　
　
　
船
田
　
　
尚
（
富
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
佳
佑
（
鏡
野
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　
　
森
嶋
　
翔
太
（
原
子
力
機
構
鏡
野
）

鏡
野
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
　
第
１
回
射
撃
大
会

鏡
野
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
野
球
部

第
１８
回  

鏡
野
町
社
会
人
野
球
大
会

日
　
時
：
６
月
26
日
㈰

場
　
所
：
湯
原
国
際
射
撃
場
（
真
庭
市
仲
間
）

参
加
人
数
：
52
名

◇
A
ク
ラ
ス
　
　
　
　
　
　
　
◇
B
ク
ラ
ス

優
　
勝
：
宗
安
　
愛
美
　
　
　
優
　
勝
：
牧
野
　
宣
明
　

第
２
位
：
宗
本
　
真
一
　
　
　
第
２
位
：
田
後
　
善
史
　

第
３
位
：
小
椋
　
雄
二
　
　
　
第
３
位
：
山
下
　
　
透

第
５
回  

鏡
野
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
　
時
：
７
月
10
日
㈰

場
　
所
：
鏡
野
町
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◇
A
ク
ラ
ス

第
１
位
：
寺
坂
　
賢
吾
／
隠
明
寺
太
一
（
ス
マ
ッ
シ
ュ
B
C
）
　
　

第
２
位
：
尾
峪
　
悠
太
／
森
山
　
凌
冴
（
ス
マ
ッ
シ
ュ
B
C
）
　
　

第
３
位
：
岡
崎
　
弘
達
／
高
田
　
祐
誠
（
鏡
野
B
C
）

◇
B
ク
ラ
ス

第
１
位
：
坂
本
　
美
海
／
小
山
　
凜
心
（
鏡
野
B
C
）
　

第
２
位
：
島
田
　
珠
羽
／
坂
本
　
貴
昭
（
鏡
野
B
C
）
　

第
３
位
：
寺
坂
　
百
華
／
森
山
　
千
聖
（
ス
マ
ッ
シ
ュ
B
C
）

第
42
回  

鏡
野
町
町
民
卓
球
大
会

日
　
時
：
５
月
15
日
㈰

場
　
所
：
鏡
野
町
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◇
A
ク
ラ
ス
　
混
合
団
体
戦

第
１
位
：
皆
川
　
龍
平
　
内
田
　
渓
介
　
内
田
真
紀
子
　
相
馬
　
友
英

　
　
　
　
山
西
　
那
道
　
大
橋
　
昌
子
　
小
椋
　
　
正
　
阿
部
帆
の
香

第
２
位
：
藤
本
　
寛
之
　
福
嶋
　
　
繁
　
山
本
　
里
香

　
　
　
　
日
並
　
節
夫
　
朝
田
　
翔
太
　
内
田
　
史
子

第
３
位
：
大
橋
　
卓
矢
　
岸
田
　
春
美
　
相
馬
　
一
心
　
小
林
　
弘
美

　
　
　
　
河
田
　
　
健
　
杉
山
　
良
次
　
福
西
真
理
子
　
山
本
　
弘
美

◇
B
ク
ラ
ス
　
混
合
団
体
戦

第
１
位
：
中
谷
　
征
夫
　
原
　
　
朝
子
　
藤
本
　
淳
史
　
森
　
　
歩
夢

第
２
位
：
山
田
　
一
郎
　
水
田
　
　
仁
　
牧
野
　
秋
美
　
片
山
　
望
来

第
３
位
：
可
児
　
　
勉
　
松
本
　
京
子
　
大
賀
　
稜
真
　
小
林
　
穂
實

◇
A
ク
ラ
ス
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
１
位
：
皆
川
　
龍
平

第
２
位
：
安
藤
　
正
樹

第
３
位
：
相
馬
　
一
心

◇
B
ク
ラ
ス
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
１
位
：
中
谷
　
征
夫

第
２
位
：
山
田
　
一
郎

第
３
位
：
水
田
　
　
仁

◇
A
ク
ラ
ス
　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
１
位
：
大
橋
　
昌
子

第
２
位
：
内
田
真
紀
子

第
３
位
：
山
本
　
里
香

◇
B
ク
ラ
ス
　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
１
位
：
阿
部
琴
の
香

第
２
位
：
森
　
　
歩
夢

第
３
位
：
松
本
　
京
子

左から、宗本祥子さん、香北小学校PTA、下円子供会

　
６
月
の
お
誕
生
日
で
1
0
0
歳
を
迎
え
ら
れ
た
水
田
ま
つ
さ
ん
（
長
藤
）
に
、
山
崎

町
長
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
田
さ
ん
は
、
現
在
町
内
の
介
護
施
設
で
生
活
さ
れ
て
お
り
、
当
日
は
息
子
さ
ん

方
も
駆
け
つ
け
て
の
賑
や
か
な
お
祝
い
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
水
田
さ
ん
は
、
上
齋
原
地
域
の
中
津
河
地
区
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
幼
い
頃
は
大

雪
の
中
、
わ
ら
靴
を
履
い
て
学
校
に
通
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
い
つ
も
学
校
に
着
く
頃

に
は
靴
の
中
は
ビ
シ
ョ
ビ
シ
ョ
で
大
変
だ
っ
た
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
　

　
学
校
卒
業
後
は
家
で
農
業
を
手
伝
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
知
人
か
ら
縫
製
工
場
に

誘
わ
れ
、
働
き
に
出
る
こ
と
を
決
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
作
業
は
学
生
服
の
作
製
や

衣
服
の
修
理
な
ど
を
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
、
ご
結
婚
後
も
家
族
に
子
ど
も
た
ち
を
預

か
っ
て
も
ら
い
、
仕
事
復
帰
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
朝
５
時
に
草
刈
り
を
し
て
、
慌
て
て
仕

事
に
向
か
う
よ
う
な
生
活
で
大
変
だ
っ
た
が
、

長
年
勤
め
に
出
る
こ
と
が
で
き
た
と
お
話
し

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
今
は
施
設
の
皆
さ
ん
と
遊
ぶ
の
が
と
て
も

楽
し
く
、
な
か
で
も
歌
を
歌
う
こ
と
が
大
好

き
と
の
こ
と
で
し
た
。
安
来
節
が
一
番
好
き

で
、
よ
く
歌
に
合
わ
せ
て
踊
り
も
さ
れ
る
と

施
設
の
方
よ
り
う
か
が
い
ま
し
た
。
食
べ
物

の
好
き
嫌
い
等
も
な
く
、
何
で
も
美
味
し
く

食
べ
ら
れ
る
の
が
元
気
の
秘
訣
で
す
と
笑
顔

で
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

1
0
0
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
５
月
31
日
㈫
、
岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
岡
山
県
環
境
衛
生

協
会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
年
に
わ
た
り
、
環
境
衛
生
改
善
事
業
の
発
展

の
た
め
に
、
資
源
ご
み
の
集
団
回
収
活
動
な
ど
献
身
的
な
活
動
を
続
け
、
そ
の
功
績

が
優
秀
で
あ
る
環
境
衛
生
改
善
優
良
地
区
と
し
て

２
団
体
、
環
境
衛
生
改
善
地
区
育
成
功
労
者
と
し

て
５
名
が
同
協
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

●
環
境
衛
生
改
善
優
良
地
区
（
２
団
体
）

・
鏡
野
町
立
香
北
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
下
円
子
供
会

●
環
境
衛
生
改
善
地
区
育
成
功
労
者
（
５
名
）

・
藤
田
　
和
良
（
寺
元
地
区
）

・
前
田
　
珠
美
（
貞
永
寺
東
地
区
）

・
宗
本
　
祥
子
（
入
地
区
）

・
仁
木
　
一
生
（
西
谷
下
地
区
）

・
半
田
　
勝
彦
（
大
原
地
区
）

鏡
野
町
地
域
づ
く
り
協
議
会
　
情
報
共
有
会

　
６
月
18
日
㈯
、
鏡
野
町
地
域
づ
く
り
協
議
会
情
報
共
有
会
が
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
、
各
地
域
づ
く
り
協
議
会
か
ら
40
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

 

今
回
は
香
北
地
区
、
上
齋
原
地
区
、
富
地
区
の
地
域
づ
く
り
協
議
会
よ
り
、
令
和

3
年
度
の
活
動
内

容
や
今
後
の
課
題

等
に
つ
い
て
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、

「
他
地
区
の
活
動

に
つ
い
て
知
る
機

会
が
少
な
い
た
め
、

参
考
に
な
っ

た
。
」
「
今
後
も

実
施
し
て
ほ
し

い
。」
な
ど
の
意

見
が
多
く
聞
か
れ

ま
し
た
。

第
68
回  

岡
山
県
消
防
操
法
大
会

岡
山
県
環
境
衛
生
協
会
会
長
表
彰

　
７
月
３
日
㈰
に
、
第
68
回
岡
山
県
消
防
操
法
大
会
が
岡
山
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
、
鏡

野
町
消
防
団
大
野
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
大
野
分
団
は
、
平
成
31
年
４
月
の
鏡
野
町
消
防
団
操
法
訓
練
大
会
に
お
い
て
優
勝
し
、
鏡

野
町
代
表
と
し
て
出
場
が
決
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
令
和
２
年
度
、
令
和
３
年
度
と
岡
山

県
消
防
操
法
大
会
が
中
止
と
な
り
、
３
年
越
し
の

大
会
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
厳
し
い
訓
練
を
実
施
し
、
見
事
、
準
優

勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
優
秀
選
手
賞
を
１
番
員
の
瀬
島
辰
徳
選

手
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

出
場
選
手

　
指
揮
者
　
班
長
　
　
　
大
山
　
吉
貴

　
１
番
員
　
副
分
団
長
　
瀬
島
　
辰
徳

　
２
番
員
　
団
員
　
　
　
竹
本
　
　
浩

　
３
番
員
　
班
長
　
　
　
大
畑
　
　
健

　
補
助
員
　
団
員
　
　
　
藤
田
　
基
寛

富
の
築
山
英
次
さ
ん
が
特
用
林
産
功
労
者
表
彰

ひ
で
つ
ぐ

　
富
西
谷
の
築
山
英
次
さ
ん
が
第
53
回
特
用
林
産

功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
、
6
月
21
日
、
築
山
さ
ん

か
ら
鏡
野
町
長
へ
の
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
特
用
林
産
功
労
者
表
彰
は
日
本
特
用
林
産
振
興

会
が
多
年
に
わ
た
り
木
炭
な
ど
の
特
用
林
産
の
振

興
の
た
め
に
献
身
的
な
活
動
を
続
け
、
そ
の
功
績

が
顕
著
な
者
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
築
山
さ
ん
は
、

「
白
賀
川
地
域
協
議
会
」
等
を
通
じ
た
木
炭
生
産
の
伝
承
、
地
域
活
性
化
や
、
日
本

の
伝
統
工
芸
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
研
磨
炭
」
の
技
術
伝
承
に
も
多
大
な
功
績
が

あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
受
賞
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
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